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　基本法及び基本計画並びにがん条例の趣旨を踏まえ、第二期計画の基本的考え方を次のとおりとします。
１　基本方針
府、市町村及び関係者等は、次の基本方針に基づき、がん対策を総合的かつ計画的に推進することとします。

①　がん患者を含めた府民の視点に立ったがん対策の実施
がん対策は、がん患者を含めた府民が中心であるとの認識の下、「がん患者を含めた府民の視点」に立って実施します。
　②　重点的に取り組む課題を定めた総合的かつ計画的ながん対策の実施
がんから府民の生命及び健康を守るため、がん対策を多角的に捉え、総合的かつ計画的に実施します。
この５年間、第一期計画に基づき、がん対策に取り組んだ結果、引き続き取り組むべき課題、そして新たな課題もみえてきました。そこで、第二期計画においては、府の現状とともにこれまでの取組状況を踏まえて、重点を置いて取り組む課題を定めます。
あわせて、分野別施策の推進により、達成すべき目標を、全体目標として設定し、府、市町村及び関係者等の共通の目標とします。
　　


２　がん対策の取組概要
≪１≫重点的に取り組む課題
　がん対策をより実効あるものとして推進するためには、府民のがんの現状を疫学的に検証し、第一期計画の取組状況を踏まえ、優先的に取り組むべき課題について、より重点を置いて取り組みます。
（１）がん予防の推進　
省　略
（２）がんの早期発見
　省　略
（３）がん医療の充実
　省　略
これらの取組により、「がんによる死亡の減少」、「すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上」をめざします。

≪２≫がん対策の新たな試み
　患者及び家族の視点にたったがん対策を推進するために、がん患者をはじめとする関係者と、がん医療をはじめ、がん対策の現状や方向性について継続的に意見交換を実施し、がん以外の患者へも配慮しつつ、がん患者・経験者の就労をはじめとする社会的な問題に関する課題を把握し、関係部局と連携しながら取組方策について検討する等、がんになっても安心して暮らせる社会の構築に向けて取り組みます。
また、大阪府がん対策基金を設置し、府民の皆様からのご寄付により、がんの予防及び早期発見の推進などの事業を実施します。

３　全体目標及び分野別施策の個別目標の設定
（１）全体目標
府、市町村及び関係者等が共通して、大阪府がん対策推進計画に定める分野別施策を推進することにより、達成すべき全体目標として、第二期計画から新たに１項目を設定します。
なお、全体目標は、すべての分野別施策の実施により得られるものであるとともに、中長期的に推移を見極めるべき目標として第一期計画策定時に今後10年間の目標としていることから、１０年目標の後期にあたる第二期計画において、達成状況の検証・評価に努めるものとします。
1 　がんによる死亡の減少
省　略

2 　すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活の質の維持向上
「医療機関の連携・協力体制の整備」、「集学的治療の推進」、「緩和ケアの普及」、「在宅医療体制の充実」及び「がんに関する情報提供・相談支援」「小児がん対策の充実」等によるがん医療の充実により、その実現をめざします。
3 　がんになっても安心して暮らせる社会の構築
がん患者及びその家族のこころのケアに配慮した支援、就労に関する支援及びがん患者及びその家族等で構成される民間団体の活動との協働等について、本計画期間中に、これらの取組方策について検討し、その実現をめざします。






【医療提供体制の推進】
　省　略

◆　がんに関する情報提供・相談支援
がん患者やその家族等にとって、がんの告知は、心理的に大きな負担になるとともに、病状や治療方法等について、多くの不安や疑問を持つことになります。
精神的な不安を和らげる適切な助言や、がんに関する正しく分かりやすい情報を提供し、
適切な相談支援ができる体制を整備することが必要です。
都道府県拠点病院及び国指定拠点病院には、がん患者・家族等のがんに対する不安や疑問に適切に対応するための相談窓口として、相談支援センターが設置され、看護師、医療ソーシャルワーカーなどの専門職を配置し、相談に応じています。
府指定拠点病院についても、相談支援機能を有することが必要です。
平成２４年４月時点では、府内６０カ所ある全てのがん拠点病院に、相談支援機能が整備されていますが、府民への周知は充分とはいえず、相談体制や対応内容、情報提供内容に差が生じています。
また、がん医療に関する情報提供にあたっては、都道府県拠点病院である府立成人病センターにおいてホームページを開設し、各がん拠点病院の診療機能、診療実績や府内のがん患者数の動向等、各種情報を公開しています。
府は、今後も、各がん拠点病院の特長や最新のがん治療の情報等について、府民にわかりやすい情報のあり方について検討し、情報提供の充実を推進していくことが必要です。
１　取組の内容
　【１】情報提供の充実
(１)　都道府県拠点病院である府立成人病センターは、国指定拠点病院及び府指定拠点病院に関する診療機能や診療実績、専門医数や臨床試験（治験）の実施状況及び患者団体の情報、相談支援センターの提供情報、地域連携クリティカルパスなど、がん診療に関する様々な情報を一元的に公表できるシステム「がん診療ＮＯＷ」を構築していますが、今後、当該システムの公開の即時性をより一層高め、当該システムの府民への周知を図ります。
(２)　国指定拠点病院及び府指定拠点病院は、府立成人病センターの実施する「拠点病院検索システム」の迅速な情報更新が実現できるよう、がん拠点病院の実施状況報告等について、積極的に協力します。

　　
(３)　国指定拠点病院及び府指定拠点病院においても、ホームページ等を活用し、各々のがん拠点病院の特長、診療機能等について、府民目線にたった情報公開の充実を図ります。
(４)　がんに関する情報は、がん患者の立場に立って提供される必要があります。このため、府は、生存率等の公表に際しては、府民が理解しやすく、誤解を招かないよう、がん患者・家族、患者団体等の意見を尊重しながら、情報提供のあり方に努めます。
【２】相談支援機能の充実
(１)　国指定拠点病院は、がん拠点病院間で、相談支援センター機能の格差が生じないよう、がん診療連携協議会等で、相談支援機能に関する情報交換を図り、相談支援センターにおける人員体制の充実を図るとともに専門的な研修を修了した看護師、ソーシャルワーカー等の相談員を配置し、相談支援センターを充実します。
また、院外からも利用しやすい施設配置及び院内掲示等、府民にとって利用しやすい環境
を整備します。
　(２)　府指定拠点病院においても、同様の取組により、積極的に相談支援機能の充実を図ります。
(３)　府は、がん患者・家族等が、自主的にがんに関する知識を学習する取組に対し、必要に応じ、支援・協力に努めます。
(４)　府及び府立成人病センターは、国指定拠点病院に整備している相談支援センター及び府指定拠点病院に整備される相談支援機能について、府民により一層周知されるよう努めます。
(５)　府は、こころのケアの充実を図るため、国の動向や他都道府県の状況を把握し、地域で療養生活を送るがん患者及びその家族の不安や悩み等をサポートするための人材育成と環境づくりに努めます。


２　取組目標
　（１）患者・家族等が利用しやすい府民目線の情報提供の推進
・　がん診療連携協議会は、すべての国指定拠点病院及び府指定拠点病院が、府民にとってわかりやすい情報が提供できるよう、患者団体等の意見を踏まえ、情報のあり方を検討し、各がん拠点病院への周知を図ります。
・　国指定拠点病院及び府指定拠点病院は、がん診療連携協議会の方針を踏まえ、診療機能や診療実績、専門的にがん診療を行う医師及び臨床試験（治験）の実施状況に関する情報等、がん診療に関する情報の公開をさらに充実させることとします。
・　府及び府立成人病センターは、「がん診療ＮＯＷ」をはじめ、がんに関する様々な情報提供機能について、より一層、府民への周知を図るとともに、がんに関する情報を掲載したパンフレット等を、すべてのがん患者及び家族等が、容易に入手できるようにします。
　　・　がんに関する情報は、がん患者の立場に立って提供される必要があることから、府は、生存率等の公表に際しては、府民が理解しやすく、誤解を招かないよう、また、がん患者及び家族等の心理面にも配慮した情報提供のあり方に努めます。
　（２）相談支援機能の向上と府民への周知
　　・　国指定拠点病院は、がん拠点病院間で、相談支援センター機能の格差が生じないよう、がん診療連携協議会等で、積極的に情報交換を図り、府民にとって利用しやすい環境を整備し、より一層、府民への周知を図ります。
・　府指定拠点病院においても、同様の取組により、積極的に相談支援機能の充実を図るとともに、府民への周知に努めます。
　　・　府は、医師及び医療技術者、心理、介護に携わる人、相談員等がんに携わるすべての人が、がん患者及び家族等のこころのケアに配慮した行動をとれるよう人材育成に努めます。


◆　小児がん対策の充実
省　略

１　取組の内容
【１】小児がんの実態把握の促進
（１）がん登録事業における小児がん情報把握の充実
省　略
（２）がん拠点病院における小児がん受療動向の把握
省　略

（３）ＡＹＡ世代の受療動向の把握とがん医療水準の向上
　省　略

（４）患者団体等、関係者との意見交換の実施
府は、小児がん対策に対する当事者からの意見について、小児がん患者・家族団体との意見交換会等を実施することにより把握に努め、取組の方向性について小児がん部会で検討することとします。



１　患者・家族との意見交換、就労支援
　　患者・家族の視点にたったがん対策を推進するためには、がん患者・家族の意見を踏まえることが重要です。
　　府は、がん患者をはじめとする関係者と、がん対策の現状や方向性について継続的に意見交換を実施していきます。
　　また、このような取組を通じて、がん以外の患者へも配慮しつつ、がん患者・経験者の就労をはじめとする社会的な問題に関するニーズ・課題を把握し、関係部局と連携しながら取組方策について検討します。
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